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1 狩谷望之証註『上宮聖徳法王帝説』(『群書類従』1893,4 輯巻 64,『大日本仏教全書』112,聖徳太
子伝叢書,仏書刊行会,1912,p.43～48)。 
2 正しくは行信等『法隆寺伽藍縁起並流記資財帳』天平 20(748)年 (『大日本仏教全書』117 寺誌叢
書 1,仏書刊行会,1913,p.1‐26)。 
3 聖誉『聖誉鈔』応永 13(1406)年頃(『大日本仏教全書』112 聖徳太子伝叢書,仏書刊行会
1912,p.483)。 
4 諸研究を経て,今日に至った銘文の紹介は大橋一章,後掲注 7 著書,p.145 にある。 



























                                                  
7 大橋一章『天寿国繡帳の研究』（吉川弘文館,1995）。 
8 平子鐸領『補校上宮聖徳法王帝説証注』（丙子出版杜,1913），家永三郎『上代仏教思想史研究』
（目黒書店,1950,新訂版は 1966 法蔵館)， 大橋一章『聖徳太子への鎮魂－天寿国繡帳残照－』
（グラフ社,1987）など。 
9 定円『太子曼茶羅講式』(上掲注 5)。 
10 常盤大定「天寿国について」(『支那仏教の研究』春秋杜,1938)。 
11 家永三郎,上掲注 8 著書,p.60～69, 重松明久『日本浄上教成立過程の研究』（平楽寺書店, 
1971,p.77）。 
12 大矢透『仮名源流考』（国定教科書共同販売所,1911）。 
13 大野達之助,下掲注 22 著書,p.70。 
14 辻善之助「聖徳太子の信仰と天寿国曼茶羅」(『聖徳太子論纂』平安考古会,1955),福井康順「天
寿国曼茶羅の思想的性格」(『東洋思想の研究』理想杜,1928)。 
15 大橋一章,上掲注 7 著書,p.160。 
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19 家永三郎,上掲注 8 著書,p.16。 
20 随方毘尼の毘尼は戒律のこと。唐・道宣『四分律刪繁補闘行事鈔』(『大正蔵』40,1927,p.1c)。 
21 藤原猶雪校編『聖徳太子伝記』(『聖徳太子全集』2,上掲注 5,p.443)。 
22 大野達之助『聖徳太子の研究』（吉川弘文館,1970）。 
23 大橋一章,上掲注 7 著書,p.151。 


































                                                  






















 第３節 天寿国繡帳の図像 
 １. 上段右部分  (図 3-1) 





                                                  
27 十界…『大智度論』27(『大正蔵』25,p.257c～258a)，『法華玄義』2 上,(『大正蔵』33,p. 693 c) ，
『法華文句』1 下(『大正蔵』34,p.9b)，『摩詞止観』5 上,8 下(『大正蔵』46,p.52b,54a,113c)， 常楽我
浄…『大般涅槃経』25(『大正蔵』12,p.510b)，『観普賢菩薩行法経』(『大正蔵』9,p.392c)，『法華玄
義』4 上(『大正蔵』33,p.721c)， 依正…『法華玄義』7(『大正蔵』33,p.773h)， 分段変易…『法華玄
義』6 下(『大正蔵』33,p.756a)， 妙法の理…『法華玄義』8 上(『大正蔵』33,p.775a)， 利他の事…
『法華文句』8 上(『大正蔵』34,p.108a)。 
28 上掲注 7,大橋著書 p.12～14。 
29 上掲注 16,大屋論文,下 p.81。 




























                                                  






33 同上掲注 25(『大正蔵』9,p.54a)。 
34 顕真『太子伝私記』建長元(1249)年 (『大日本仏教全書』112,上掲注 1,p.97), 覚賢『斑鳩古寺便






























                                                                                                                                                  
典,如説修行,於此命終,即往安楽世界阿弥陀仏,大菩薩衆,囲綾住処,生蓮華中,宝座之上」の文。 
36 上掲注 25,『大正蔵』9,p.48a。 
37 同上掲注 25,p.60a‐b。 













 ４. 中段左部分 (図 3-8) 
 図の中央に坐す金剛杵を持つ執金剛神(65) が中心とみて、典拠を求めると、観音品で観音
が衆生を済度するため 33 身に変身する、その最後が執金剛神であることがわかる42。 敦煌
















 ５. 下段右部分 (図 3-10) 
 ここでは鐘(75) をつく僧(74) と戸外で蓑を着て歩む３人の人物(77,78,79)が注目される。
『法華経』提婆品では、前半で過去に国王となって仙人に法を求める釈尊と、その仙人が国
                                                  
41 『古事記』上大国主神,歌謡 2 に「太刀が緒も,いまだ解かずて,漉須比をも,いまだ解かねば」とあり，
『万葉集』3・379 に「膝折り伏せて,手弱女の,押日取りかけ,かくだにも」とある。 
42 上掲注 25,『大正蔵』9,p.57b。 
43 同上掲注 25,p.56c。 
44 同上掲注 25,p.49b,「諸比丘衆等,於法常精進,若坐若経行,及読誦経法,或在林樹下,専精而坐
禅,持経者聞香,悉知其所在」の文。 
45 同上掲注 25,p.49a。 




















 建物の左に杖を突き、蓑を着て山に入る仙人(78) と、求法に燃えてその後に続く国王(79) 












 ６. 下段左部分 (図 3-12) 









                                                  




49 同上掲注 25,上,p.35c。 
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(94) が龍女であろう。そして右２人の僧(95,96) のうち､跪いて女性に話かける１人(95) が、
本文で龍女と対論する舎利弗であろうか。提婆品ではさらに諸比丘への信を勧めるので、仏









 第４節 まとめと展望 
 上記で述べた図像と『法華経』品々の関係をまとめると、およそ以下のようになる。 
     図         法  華  経               尊 像                               
   
  上段右  普賢菩薩勧発品第 28    弥勒菩薩 
  上段左  薬王菩薩本事品第 23    薬王菩薩 
  中段右  妙荘厳王本事品第 27    薬王（浄眼）、薬上（浄蔵）菩薩 
  中段左  観世音菩薩普門品第 25   執金剛神（観音の化身） 
  下段右  提婆達多品第 12      国王（釈尊）と仙人（提婆達多） 
  下段左  提婆達多品第 12      龍女成仏 
















                                                  
50 聖徳太子『法華義疏』4,(『大正蔵』56,1929,p.124‐127), 隋･智顗 『法華文句』1 上,(『大正蔵』
34,1926,p.1c-2a)。 
51上掲注 1,『上宮聖徳法王帝説』p.46，大橋書,上掲注 7,（p.81,145）参照。 
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 つぎに、繡帳図の様式的特徴が隋代に相当する点を指摘してみよう。敦煌莫高窟第 303 窟
（隋窟）人字破東西の『法華経』観音品・見宝塔品変相図には、繍帳下段に見える単層入母
屋造の建物(73) や重層建築(84,91) が数多く描かれている。この壁画では、建物と建物の間






























3 年は東京帝国大学史料編纂所『大日本古文書』1,1903,p.443，『添品妙法華』天平 15 年は同
8,p.222，『唐法華』天平 17 年は同 8,p.577。  
55 上掲注 25,『大正蔵』9,p.3b および p.33a-b。 
56 同上掲注 25,p.33b。 
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しかし、乗り越えるべきハードルは、まだ幾つか残されているように思われる。たとえば、
文献的に天平年代を遡らないという、上記の結果生じた空白期の問題を解決しなければなら
ないこと、また飛鳥、白鳳期の作例で比較してみる必要もあろう。あるいは新旧２張の混在
で平安、鎌倉期までを視野に入れて勘案してみることなど、これらは今後さらに検討しなけ
ればならない問題点である。 
